
            ２０１６年６月１８日 

環境問題や命の尊さを学ぶ自然体験イベントを開催 

 

一般社団法人日本自動車連盟 福井支部（支部長 西出秀雄）は、６月２６日（日）に 

越前松島水族館で海洋環境の大切さを考える自然体験イベントを実施します。 

 

１９９７年に起きたロシアタンカー重油流出事故で、坂井市の越前松島水族館ではイルカプ

ールに重油が入り当時生後６ヶ月のバンドウイルカ「ラボ」を県外の水族館へ避難させました。

幼いイルカの移送は前例が無く、成功がほとんど望めない状況の中、全国のベテラン飼育員

や大勢のボランティアによって大成功し、現在も元気に活躍している「ラボ」は６月２６日（日）で

２０歳の誕生日を迎えます。 

今回開催される自然体験イベントでは、当時を知らない子供たちが大量の重油によって海洋汚

染された事を飼育員から話を聞き、環境問題や幼いイルカを助けようとする命の尊さを考え、これ

からも美しい海を守り未来へ託していくために出来る事をイルカの「ラボ」と一緒に楽しく学ぶことを

目的としています。 

 

日 時 ： ２０１６年６月２６日（日） １３:３０～１５:３０ 

場 所 ： 越前松島水族館（坂井市三国町崎７４-２-３） 

参加者 ： 事前に応募された２６名（キャンセル等により変動する場合があります）  

内 容 ： ・重油流出事故による海洋環境の講和 

     ～イルカプールにて～ 

     ・イルカの能力と特徴を学ぶ生態観察 

     ・ラボちゃんエピソードやイルカクイズの実施 

・ラボちゃんとのふれあい体験 

     ・ＥＣＯ宣言による子どもＥＣＯカード発行 

                    

■お問い合わせ 

ＪＡＦ福井支部 事業係 担当：伊藤 

TEL：０７７６－２５－２０００    （９時～１７時３０分、土・日・祝日休） 

携帯：０８０－１９５９－０９４５   E-Mail: 18.jigyo@jaf.or.jp 

福井支部 ＪＡＦニュース福井 

 

 

〒918-8236 福井市和田中 2-105 

Tel 0776(25)2000 Fax 0776(27)1705 

       

福井推進２０１６－００７４ 


